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様式B-3

目的：

生徒の記述に、足りない視点を指摘するコメントを生成AI

に作成させ、時間内にコメントを返信し、生徒が再度回答を

考えることでより正しく、深い理解ができるようにする。

結果：

生成AIを利用したコメント返信をしたクラスとしていない

クラスでは、回答に良評価がつく生徒の割合は、約20％の差

があった。

うまくいかない例

➢ 生徒が記入した「沈殿」という単語を固体と認

識出来ずに、必要な記載がないと判定する例が見

られた。

➢ 一回一回違う評価になることがあり、コメント

内容も異なる例がある。

➢ 一度自分で回答を考えずに、「あ」という答え

を送信し、生成AIのコメントに頼るという生徒も

いた。

考察：

実施したクラスとしていないクラスの評価の差から、本取

り組みの効果はあったと考えられる。

プリントを回収してからでは、間違った認識の訂正に膨大

な時間がかかったり、生徒が誤った認識をもったままになっ

てしまう可能性があるため、今回の記述の壁打ち相手として

の使用は大変有用であると感じた。

・出力されたコメントを生徒に自動的にメールで返却

方法：

・生徒がオンラインフォームで実験レポートを書く

・教師が回答をスプレッドシートで開く

・生成AIによりコメントを生成

生成AIのプロンプト例


